
遊歩道の片すみで
～リュウキュウコスミレ～

○冬の森川公園散歩の楽しみは、道ばた
の草むらに顔を出し始めるリュウキュ
ウコスミレと出会えるようになること。

○沖縄島には数種類のスミレが知られて
いますが、リュウキュウコスミレは一
番普通に見られるスミレです。

○森川公園では、展望台に上がる階段近
くの岩下の広場や、ウガンヌカタ前の
広場などに多く生えています。

上：薄紫色のかわいいリュウキュウコスミレの花 ⇒

どこへ行った？ サダソウ

○ 12 月のある日、サダソウの写真を撮
りに公園にでかけました。場所は展望
台へ上がる階段横の岩山、確かに生え
ていたと記憶していたのですが、見つ
かりませんでした。

〇サダソウは、多肉質の小さな葉っぱを
つけ、岩にくっつくように茎を伸ばし
ています。ちょっと見は、小さな可愛
いサボテンをイメージさせます。

〇沖縄島中南部の琉球石灰岩の森では普
通に見つかりますが、森川公園では、
簡単には見つかりませんでした。もし
かしたら、ウガンヌカタの後ろの森の 上:まるで枯れ木のようになった公園のコバテイシ。

石灰岩にはくっついているのかも。
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

博物館で森川公園の見取り図をもらって、
自分が見つけた動物や植物をメモしていこう！

疑問や質問があったら、博物館の職員にいろいろ聞いてみてね。
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上：道ばたの枯れ葉にとまるアオタテハモドキのメス。

アオタテハモドキ（メモ）ØØØ

○冬の寒い日に、道ばたで見かける青いチョウの
代表選手です。羽を広げた大きさは５㎝くらい
で、アカタテハよりは少し小さめです。
○前翅はかなり黒っぽい色をしていますが、先の
方に白い大きな斑点があり、その先は茶色にな
っています。
○後翅は光沢のあるきれいな青色していて、大き
な目玉模様とともによく目立ちます。そのため、
名前にアオ(青)と付きました。
○天気のいい日に、日当たりのよい地面の近くを
飛び回り、ときおり地面におりてとまります。

○食草はイワダレソウやオオバコです。どちらも
地面にはうような植物なので、アオタテハモド
キもあまり高くは飛ばないんだね。
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上：道ばたの枯れ木にとまるアカタテハのオス。

左：カラムシの葉を丸

めて隠れているア

カタテハの幼虫。

アカタテハ（メモ）ØØØ

○冬の寒い日に、道ばたで見かける赤いチョウの
代表選手です。羽を広げた大きさは５～６㎝。

○前翅も後翅もくずんだオレンジ色をしています
が、前翅の先が三角形に黒くなって、中に白色
の斑点があります。
○天気のいい日に、日当たりのよい地面の近くや
地面から高さ１ｍくらいのところを、ひらひら
と飛んでいます。
○食草はカラムシです。冬の時期に、カラムシの
葉がくるっと丸められていたら、中にはたいて
いアカタテハの幼虫がいます。
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緑の公園には、不思議がいっぱい見つかります。

今月はごう華二本立てだよ！！

（１０）森川公園でカキを見つけよう

森川公園に柿の木があると言うと、
何の話し？といわれそうです。
でも柿の木はあるんです。といっ

てもスーパーでおなじみの果物の柿
とは少し違います。
公園の入り口から入って、左手の

慰霊塔(森川の塔)の斜面沿いをすこ
し覗いてみて下さい。黄色の小さな
実をつけた枝を見つけることができ
ます。葉をじっくりと見ると、柿の
木の葉によく似ていることが分かり
ます。これが森川公園のカキ、リュ
ウキュウガキです。沖縄の在来の柿
の木の仲間です。琉球石灰岩の森に
普通に生えているけど、残念ながら
実は食べられないよ。 上：公園入口近く、慰霊塔の斜面に生えているリュウキュウガキ。

（１１）森を守る？ マント群落の不思議

森川公園の遊歩道を歩いて行く
と、すべり台の上を過ぎたあたりか
ら、大きなカーブを描いてグランド
へ向かいます。カーブの正面の森を
見てみると、木の上にはノアサガオ
などのツル植物が、まるで森を上か
ら被うように生い茂っています。
これは自分では立つことができな

いツル植物が、別の木により掛かっ
て伸びて樹上に出たもので、ツル植
物がつくる森の景色のひとつです。
こうした景色をマント群落と呼んで
います。マント群落はその名の通り、
森のマントの役目を果たし、強い北
風から森の内部が乾燥するのを防い
だり、強い雨が直接当たって、植物 上：グランド前のカーブ正面のガジュマルに生い茂ったノアサガオのマント。

や地面が傷つけられることから保護
しています。
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